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４．議 事

議事

（1）平成２３年度の出水状況報告

（2）洪水調節の見直しに関する
取り組み成果について

(3) 情報提供のあり方に関する
取り組み成果について
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（１）平成２３年度の出水状況報告

①平成２３年度の出水概要
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図 洪水期（６月～１０月）月別降雨量（鶴田ダム流域平均雨量）

・例年に比べ多雨の傾向であった。
・平成23年6月～10月の総雨量は、平成18年洪水期に比べ約110%。 10ヵ年平均に比べ約152%。

洪水期（６月～１０月）月別降雨量（鶴田ダム上流域平均雨量）

平成23年の出水概要
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図 鶴田ダムのゲート放流を行った出水とその最大流入量

洪水調節
開始流量
600m3/秒

H18年 H19年 H20年 H22年 H23年

・１０回のゲート放流を行う出水があった。
・そのうち、洪水調節（流入量600m3/s以上）は６回行った。

ゲート放流回数と洪水調節回数

H21年

３回

（８回）

２回

（６回）

３回

（８回）

１１回

（１２回）

１回

（２回）

６回

（１０回）

洪水調節回数

（ゲート放流回数）

平成23年の出水概要
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・既往第２位、第４位、第８位の流入量を記録した出水が発生した。
・特に、７月６日には、平成１８年７月に次ぐ最大流入量2,953m3/sを記録した。

既往洪水との出水規模比較
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図 鶴田ダム最大流入量の上位１０洪水一覧

2,953

平成23年の出水概要
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② 平成２３年度の洪水調節状況

（１）平成２３年度の出水状況報告
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平成２３年洪水調節状況
①平成２３年６月１５～１７日洪水調節実績（梅雨前線）

流入量

放流量
貯水位

洪水調節
終了

約3,900万ｍ３（ヤフードーム約22個分）

の洪水をダムへ貯めている

毎秒1,297立方メートルの

洪水調節効果

常に流入量より

少なく放流

最大流入時量 毎秒2,518立方メートル

(6月16日12時23分）

6月15日23時16分
洪水調節開始

最大流入時ダム通過量 毎秒1,221立方メートル

6月15日22時00分
水位低下基準に該当

6月16日10時30分～
1,100m3/s定量放流から
さらに放流量を増加する

警報の実施

6月16日14時30分～
1,400m3/s定量放流から

さらに放流量を増加する警報の実施
テレビテロップでも情報提供された
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平成２３年洪水調節状況
①平成２３年６月１５～１７日洪水調節実績（梅雨前線）
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平成２３年洪水調節状況
①平成２３年６月１５～１７日洪水調節実績（梅雨前線）
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はん濫注意水位  TP.23.0m

水防団待機水位　TP.22.2m

避難判断水位　　TP.23.8m

はん濫危険水位  TP.24.7m

計画高水位　　　TP.27.74m

6月15日 6月17日6月16日

＜川内川宮之城観測所（37k700m）＞〔鹿児島県さつま町〕

（T.P.ｍ）
（水位）

標
高

▽

平常時の河川水位川内

［ 宮之城地点 ］

屋地地

虎居地

左岸側
（屋地地区）

右岸側
（虎居地区）

※断面図はイメージ図です
が、家屋地盤高等の標高は
現地とほぼ合わせています。

1

2（注意）

3（警戒）

4（危険）

5

最高水位を約1.9ｍ低減

実績水位

ダムが無かった
場合の水位
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平成２３年洪水調節状況
②平成２３年７月６～７日洪水調節実績（前線）

流入量

放流量貯水位

最大流入時ダム通過量 毎秒1,291立方メートル

洪水調節
終了

約3,870万ｍ３（ヤフードーム約22個分）

の洪水をダムへ貯めている

毎秒1,662立方メートルの

洪水調節効果

常に流入量より

少なく放流

最大流入時量 毎秒2,953立方メートル

(7月6日12時25分）

7月6日7時43分
洪水調節開始

7月6日7時20分
水位低下基準に該当

7月6日11時00分～
1,100m3/s定量放流から
さらに放流量を増加する

警報の実施
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平成２３年洪水調節状況
②平成２３年７月６～７日洪水調節実績（前線）

最大流入量
2,953m3/s

が流入しました
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平成２３年洪水調節状況
②平成２３年７月６～７日洪水調節実績（前線）
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※断面図はイメージ図です
が、家屋地盤高等の標高は
現地とほぼ合わせています。

1

2（注意）

3（警戒）

4（危険）

5
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（2） 洪水調節方法の見直しに関する
取り組み成果について
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鶴田ダムの洪水調節に関する検討会鶴田ダムの洪水調節に関する検討会 概要概要

洪水調節方法見直し案の検討

①鶴田ダム洪水調節の検証
②洪水調節方法の見直しの可能性
③情報提供のあり方

①鶴田ダム洪水調節の検証
②洪水調節方法の見直しの可能性
③情報提供のあり方

河川管理者 ： 関係機関と調整の上、ダム管理に反映

地元説明会
【H18年9月~】

検討会委員
【地域代表委員】

地域の方々
との意見交換

意
見

住 民 意 見

意
見

意
見

鶴田ダムの洪水調節に関する
技術検討ワーキング

（学識者・河川管理者で構成）

鶴田ダムの洪水調節に関する検討会

（地域住民代表・学識者・報道関係者・自治体首長等で構成） 報告

意
見

第７回検討会 H20.6.5

第１回検討会 H19.2.6 第８回検討会 H20.11.25

第２回検討会 H19.2.28 第９回検討会 H21.5.26

第１回意見交換 H19.3.17 第10回検討会 H21.11.27

第３回検討会 H19.3.27 第11回検討会 H22.9.16

第４回検討会 H19.4.26

第５回検討会 H19.5.29 第１回ワーキング H19.4.23

第2回意見交換 H19.7.21 第２回ワーキング H19.5.9

第６回検討会 H19.12.26 第3回ワーキング H19.5.20

検討会・意見交換会

ワーキング

検討会の目的（住民意見の反映）検討会の目的（住民意見の反映）
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【効 果】

① 最大放流量 H18.7洪水に対して毎秒210m3低下

② 異常洪水調節操作時の放流量の勾配 現行操作よりも緩やかにする

③ 宮之城地点水位 H18.7洪水に対して約20cm※水位を低下

予備放流水位を標高130.0ｍまで低下させる基準の見直し

異常洪水時の操作方法の見直し

更なる洪水調節容量の増量

洪水調節方法の見直しについて洪水調節方法の見直しについて

平成18年７月洪水のような大規模洪水が予想される場合、予備放流により貯水位を標高
130.0mまで低下できるよう基準を見直しました。

操作開始水位を８割容量水位から７割容量水位へ、さらにダム流入量の最大発生後の放
流量を逐次見直し、放流量の増加を穏やかにします。

大規模洪水が予測された（基準に該
当）場合、更なる洪水調節容量を確保
するため、発電放流を停止し貯水位を
標高130.0ｍ以下へ下げます。
※ダム貯水位が１３０ｍ以下になるとダムの放流
量に限界（水圧が小さくなるため）がありますので、
可能な限り低下させるよう努力はしますが、どこ
まで下げられるかはダムの流入量で決まります。

※：流下時間を30分とし、ダム放流量を残流域流量へ加えて簡易に水位を算出。

【基準】
ダム上流域の流域平均雨量

が１２時間累加雨量
８０mm以上

且つ
今後の予測雨量
（気象庁：天気予報）が

１６０mm以上
発電

放流管

EL160.0m 満水位

EL131.4m 予備放流水位
EL130.0m 最低水位

EL 115.6m 計画堆砂位

発電容量：250万m3

洪水調節容量 7,500万m3

死水量：2,050万m3

計画堆砂量：2,500万m3

クレスト
ゲート

コンジット
ゲート

貯水位を低下

発電
放流管

EL160.0m 満水位

EL131.4m 予備放流水位
EL130.0m 最低水位

EL 115.6m 計画堆砂位

発電容量：250万m3

洪水調節容量 7,500万m3

死水量：2,050万m3

計画堆砂量：2,500万m3

クレスト
ゲート

コンジット
ゲート

貯水位を低下

※予備放流水位を標高130.0ｍまで低下
させる見直した基準と同じ
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予備放流水位を標高130.0ｍまで低下させる基準の見直し

更なる洪水調節容量の増量 実施状況
平成１９年７月１３～１５日洪水調節実績（台風４号）

●水位低下基準

該 当

水位低下基準に

該当の有無

該 当該 当

平成19年7月14日
12時50分

７００mm８８．０mm平成19年7月

13～15日洪水

(7/14 11:00時点)

洪水調節開始
今後の予測雨量

【１６０mm】

当該時刻以前１２時間雨量

【８０mm以上】
基準

24時間500mmの大雨が予想されたため、更なる洪水調節容量の確保（EL130m以下

への貯水位低下）を実施。

●水位低下基準時系列

鶴田ダム流域平均雨量（当該時刻以前１２時間累加雨量と今後の予測雨量）
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洪水調節開始 １４日１２時５０分

予測無し １８０ｍｍ ３００ｍｍ ５００ｍｍ

今後の予測雨量

４５０ｍｍ

７００ｍｍ

４００ｍｍ

更なる洪水調節容量の確保
（EL130m以下へ低下）

１２時間累加雨量 ８８．０ｍｍ
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図 ダム地点流量ハイドログラフ（平成19年7月13～15日）
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流域平均最大時間雨量
  13.4mm （7月14日12時）

流域平均累加雨量
  138.4mm（7月12日15時～15日8時）

放流量流入量

貯水位

流量を流量を419m419m33/s/s低減低減

更なる洪水調節 洪水調節

EL130mEL130m以下へ貯水位を以下へ貯水位を2.3m2.3m低下低下

14日11:00
予備放流（限度）基準該当

容量の確保

予備放流

予備放流水位を標高130.0ｍまで低下させる基準の見直し

更なる洪水調節容量の増量 実施状況
平成１９年７月１３～１５日洪水調節実績（台風４号）
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平成１９年７月１５日
南日本新聞（朝刊第４面）

平成１９年７月１４日
鹿児島地方気象台発表資料

予備放流水位を標高130.0ｍまで低下させる基準の見直し

更なる洪水調節容量の増量 実施状況
平成１９年７月１３～１５日洪水調節実績（台風４号）
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（３） 情報提供のあり方に関する
取り組み成果について

情報提供のあり方について情報提供のあり方について

住民への情報提供
①防災無線①防災無線

自治体からの情報（避難情報等）に加え、河川やダムに関する情報を放送します。

②ダム警報局②ダム警報局
ダムの放流に関する警報に加え、自治体からの情報（避難情報等）を放送します。
ダムの放流に関する警報をこれまでの２回から４回に増加します。

③情報表示板③情報表示板
ダムの放流に関する情報表示に加え、河川の水位情報や自治体からの情報（避難情報）を表示します。

マスコミとの連携

テレビ画面にテロップ表示等
情報提供に関する勉強会の実施

防災意識の向上に向けた取り組み

住民を含めた防災訓練および日常の広報
活動の実施
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防災無線

鶴田ダム管理所

川内川河川事務所

自治体 住民

ダムに関する情報
（流入量、調節量、放流量など）

河川に関する情報
（水防警報・洪水予報など）

●自治体からの情報（避難情報等）
●ダムに関する情報
●河川に関する情報

①防災無線

河川やダムに関する情報を自治体の防災無線から放送

自治体からの要請により避難情報をダム警報局にて放送

自治体 鶴田ダム管理所 放流警報局

避難指示等
放送要請

●自治体からの情報（避難情報等）
●ダムの放流に関する警報

住民
要請

②ダム警報局
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約２分
音声放送（スピーカ）

15秒
休み

１分吹鳴
サイレン

１分吹鳴
サイレン

15秒
休み

１分吹鳴
サイレン

＋

②ダム警報局

警報のタイミング
第１段階 放流開始時

第２段階 計画規模を越える洪水時の操作時

第4段階 計画規模を越える洪水時の操作時

約２分
音声放送（スピーカ）

＋

約１分
半鐘の音（スピーカ）

＋ 15秒
休み

１分吹鳴
サイレン

１分吹鳴
サイレン

15秒
休み

１分吹鳴
サイレン

警報のタイミング
第１段階 放流開始時
第２段階 毎秒1,100m3定量から放流量を増やす時
第３段階 毎秒1,400m3定量から放流量を増やす時

第４段階 計画規模を越える洪水時の操作時

これまでの放流警報 現在の放流警報

放流警報サイレンにおける見直し

第1～3段階
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②ダム警報局

流入量

放流量
貯水位

最大流入時量 毎秒2,518立方メートル

(6月16日12時23分）

最大流入時ダム通過量 毎秒1,221立方メートル

6月16日10時30分～1,100m3/s定量放流から
さらに放流量を増加する警報の実施

6月16日14時30分～
1,400m3/s定量放流から

さらに放流量を増加する警報の実施

第２・第３段階放流警報の実施とテレビテロップの表示
平成２３年６月１５～１７日洪水

テレビテロップにて表示された

「鶴田ダム洪水調節の情報 ダムに入ってくる
水量の増加に伴い、下流に流す水量を増やす

見込み・・・」

鶴田ダム放流中・・・

テレビテロップで表示
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河川の水位情報や町の避難情報も表示

情報表示板

避難指示等
掲示の要請

河川に関する情報
（水位レベル）

●自治体からの情報（避難情報等）
●河川に関する情報

●ダムに関する情報
（流入量、放流量、状況など）

自治体

川内川河川事務所

鶴田ダム管理所 住民

③情報表示板

さつま町情報

○○地区
避難勧告

鶴田ダム情報 → 河川水位情報 → 自治体情報を画面切り替えにて表示
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●設置済（８箇所）
①神子
②柏原
③宮都大橋
④久住（H21・虎居より移設）
⑤柏原橋（H20）
⑥轟の瀬（H20）
⑦上水流（H20）
⑧南瀬（H21）

●平成２３年度設置（２箇所）
⑨屋地
⑩山崎

●平成２４年度以降改修予定（１箇所）
③宮都大橋（改修）

※合計１０箇所

鶴田ダム

②柏原放流警報表示板

①神子放流警報表示板

⑤柏原橋放流警報表示板

⑥轟の瀬放流警報表示板

⑦上水流放流警報表示板 ⑩山崎放流警報表示板
⑧南瀬放流警報表示板

④久住放流警報表示板

③宮都大橋放流警報表示板

⑨屋地放流警報表示板

情報表示板

情報表示板を４箇所から１０箇所に増設

③情報表示板

（改修）
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防災意識の向上に向けた取り組み（日常の広報）

消防、警察、小中学校の先生、地域住民の方々と鶴田ダム管理所操作室で意見交換会を開催

（説明内容）

・１８年７月豪雨災害の鶴田ダムの果たし
た役割

・鶴田ダムの洪水調節に関する検討会の
内容

・放流警報の内容

・流入量予測からダム操作（放流量決定）
の流れ

・ダム堤体内施設案内

・ダム模型を用いたダム操作説明

・平成２０年度からこれまでに、消防、警察、小中学校の先生、住民の方々との意見交換会を３５回実施。

・今後も継続的に実施する。

平成21年6月9日 さつま町消防本部

平成22年4月5日 南瀬地区住民の方々 平成22年5月17日 柏原地区住民の方々

平成21年11月11日 さつま警察署

平成23年11月24日屋地地区住民の方々
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防災意識の向上に向けた取り組み（日常の広報）

職員向け広報にて、鶴田ダム管理所の取り組みをPR
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アクションプログラムの実施計画アクションプログラムの実施計画（平成２３年５月現在）（平成２３年５月現在）

番号 施策名 番号 プログラム名

<1> 市･町洪水ハザードマップ整備完了 ● ○ ○ ○ ○

<2> 洪水ハザードマップの有効性確認 ● ○ ○ ○ ○

<3> 洪水ハザードマップの定期的更新 ●

<4> 自宅中心の洪水ハザードマップの作成 ● ○ ○ ○ ○

<5> 洪水ハザードマップ学習会開催等 ● ○ ○

<6> 浸水する避難所・避難経路の見直し ● ○ ○ ○ ○

<7> 避難所への案内表示板等の設置 ● ○ ○ ○ ○

<8> 車による移動を考慮した避難計画の検討 ● ○ ○ ○ ○

<9> 災害時要援護者避難支援計画立案 ●

<10> 避難所における生活水準の向上 ● ○ ○

4 水害時住民行動マニュアル作成 <11> 水害時住民行動マニュアルの作成 ● ○

<12> 水害による孤立化地域の抽出 ● ○ ○ ○ ○

<13> 孤立化地域の水防資機材の備蓄 ● ○ ○ ○ ○

<14> 避難経路の連続性確保、伝達手段確保 ● ○ ○ ○ ○

<15> 出前講座制度等の活用 ● ○ ○ ○ ○

<16> 地域防災講座・訓練等の実施 ● ○ ○ ○ ○

7 浸水地区土地利用規制等について <17> 治水目的の土地利用規制 ● ○

8 浸水に強い建築構造導入について <18> 浸水に強い建築構造導入の検討 ● ○

9 遊水機能確保対策について <19> 遊水区域の確保・維持 ● ○

<20> リアルタイム表示 ● ○ ○ ○ ○

<21> 危険度レベル等の情報の自動配信 ● ○ ○ ○ ○

<22> 危険度レベルの標識設置 ● ○ ○ ○ ○

<23> マスコミとの連絡協議会の継続 ● ○ ○ ○ ○

11 地区コミュニティの活用 <24> 自主防災組織単位での避難行動 ● ● ○ ○ ○ ○

<25> 重要な水防情報の見やすい一元化 ● ○ ○

<26> 簡単にアクセスできるシステム ● ○ ○ ○ ○

13 勧告・指示等の発令基準の統一 <27> 勧告・指示発令基準の一貫性確保 ● ○ ○ ○

<28> 浸水モニター制度の導入 ● ○ ○ ○ ○

<29> ホットラインの強化 ● ○ ○ ○

<30> 水防資機材の十分な備蓄 ● ○ ○ ○

<31> 水防資機材の広域的利用体制の確立 ● ○ ○ ○ ○

<32> 重要水防箇所の情報提供 ● ○ ○ ○ ○

<33> 重要水防箇所に適した水防工法学習 ● ● ○ ○ ○ ○

<34> ボランティア受け入れマニュアルの作成 ● ○ ○

<35> 業界団体との災害協定書等の締結 ● ○ ○ ○ ○

18 消防職員等との浸水軽減活動 <36> 浸水被害軽減活動のための教育・体験学習 ● ● ○ ○ ○ ○

19 推進協議会の設置 <37> 推進協議会の設置 ● ○ ○ ○ ○

3 24 27 31 35 37

8 65 73 84 95 100

注1）具体的施策名、アクションプログラム名は紙面の都合上、略しているものがある

注2)●はアクションプログラムの実施年

アクションプログラムの実施状況
具体的施策 アクションプログラム

H21年度 H22年度
H24年度

激特終了後
H18.7以前

水害前
H20年度末 H23年度

1 洪水ハザードマップの作成支援

2 避難計画・施策の再構築

水害危険性の認識向上・
防災用語等の習得

10
わかりやすく

精度の高い情報提供

3 災害時要援護者避難対策について

5 地域孤立化防止対策について

6

実施率（％）

15 水防資機材の備蓄・効率的活用

16 重要水防箇所の情報提供

17
ボランティアの受け入れ体制、
業界団体との協力体制の確立

実施プログラム累積計

12 水防情報の一元化

14 収集情報の発令判断への活用

27



わかりやすく精度の高い情報提供

自治体への
情報伝達訓練

薩摩川内市副市長

薩摩川内市防災担当

可搬カメラ・TV会議

現場情報収集訓練

川内川流域では各観測所毎の危険箇所に水位の把握できる量水標を設置し、出水時には人員配置やカメラなどによる監視が可能となっ
ています。この映像は各自治体でも視聴可能となっているため、はん濫危険箇所の切迫した状況を現地映像と量水標でわかりやすく認識
することが可能となっています。

川内川防災情報共有システム川内川防災情報共有システム（危険箇所映像）（危険箇所映像）
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近年多発するゲリラ豪雨や台風災害、また活発な活動を続ける新燃岳の噴火活
動による災害から身を守るために必要な知識を普及することで、「自助」「共助」
「公助」の観点から地域防災力を向上させるために、防災・減災フォーラムを実施。
（Ｈ２３．１２．３開催）

川内川河川事務所
●危険度レベルの
表示

凡 例
: 危険度レベル表示板

: 橋脚塗装工事

東郷橋

太平橋
倉野橋

宮之城橋

宮都大橋

鵜木橋

栗野橋

吉松橋

真幸橋

川内水位観測所

倉野橋水位観測所

宮之城水位観測所

川原地区護岸
栗野橋水位観測所

吉松水位観測所

真幸水位観測所

危 険 度 レ ベ ル 表 示 板

宮之城水位観測所宮之城水位観測所

久住橋

橋 脚 塗 装 工 事

６箇所（H19.9完了)

真幸橋真幸橋

１０橋＋１護岸（H23.6完了)

橋梁の橋脚部及び水位観測所に危険度レベルを表示。出水時には水防団が水防警報発令時に現地の危険度レ
ベルを監視し水防活動の目安として活用されています。また地元住民は橋梁の危険度レベルを確認して今後の雨
や水位に関する問い合わせがあるなど、危険度レベルの認識が向上しています。

わかりやすく精度の高い情報提供

橋梁の橋脚部及び水位観測所に危険度レベルを表示。出水時には水防団が水防警報発令時に現地の危険度レ
ベルを監視し水防活動の目安として活用されています。また地元住民は橋梁の危険度レベルを確認して今後の雨
や水位に関する問い合わせがあるなど、危険度レベルの認識が向上しています。

危険度レベルの表示危険度レベルの表示
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防災・減災フォーラムを平成１８年度から毎年開催し、今年が６回目となります。今回は、近年多発するゲリラ豪雨
や台風災害、また活発な活動を続ける新燃岳の噴火活動による災害から身を守るために必要な知識を普及するこ
とで、「自助」「共助」「公助」の観点から地域防災力を向上させるために、防災・減災フォーラムを実施。講演を聴講
し、これからの地域防災活動の重要性を再認識させられたなど評価を頂いています。（Ｈ２３．１２．３開催）

防災・減災フォーラムの客席状況

防災・減災フォーラム2011in川内川
～洪水・火山防災を考える～

水害危険性の認識向上

防災・減災フォーラム開催防災・減災フォーラム開催
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平成１５年から始まった「川内川子ども環境ネットワーク」で平成２２年４月から新たな取り組みをスタートしました。
これまで活動していた川内川流域での水質調査と水生生物調査等を『環境教室』とし、新たに「水害に関する知識

を深めてもらい、緊急時の避難に対する心がけを持ってもらう」事を目的とした『防災教室』を開校し、防災に関する
認識の普及を図っています。今年度は、合わせて１０００名を超える方々がこども環境ネットワークに参加し、河川
環境や防災対策の重要性について学びました。

【川の防災教育】
目的 内容
・防災意識の向上 ・防災講義（屋内）
・自助、共助精神の発育 ・川の危険箇所の把握（屋外）

【川の環境教育】
目的 内容
・水質、ゴミ問題 ・環境講義（屋内）
・モラル感 ・水質・水生生物調査（屋外）
・「川内川」を知ろう

水害危険性の認識向上

子ども環境ネットワーク実施子ども環境ネットワーク実施
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自主防災組織単位で作成する、地区の住民ひとりひとりの避難経路や避難時の要援護者の確認、災害時の緊急連絡先等を記載し
た「マイ洪水ハザードマップ」の作成支援を行いました。地図作成の目的・作成方法の住民説明、地図の素案作成、地図の素案を基
にした現地調査、現地調査後の地図再確認、避難に必要な情報の記載等、地域住民、町、国が一体となってマイ洪水ハザードマップ
を作成。災害時要援護者の表記については援護者と要援護者の家屋に色分けをして表現するなど、個人情報に配慮した表現として
います。地域住民一体となって地図作成や現地調査を行ったことで平常時のコミュニケーションが図られ、より一層「自助」「共助」によ
る地域防災力が向上しました。

地図の原案を元に現地調査を実施

マイ洪水ハザードマップ説明会の様子

Ｈ２３．８．３０ 南日本新聞

洪水ハザードマップの作成支援

さつま町轟原公民会洪水避難地図作成支援さつま町轟原公民会洪水避難地図作成支援
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川内川流域自治体と川内川河川事務所に接続される光ケーブル網を利用し、遠隔防災会議システムを構築しまし
た。流域５市町でホットラインの訓練を行い、各自治体から「危険な状況をリアルタイムで映像にて確認できるため
非常に効果的で役立つ」との評価を得ています。

収集情報の発令判断への活用

川内川流域自治体と河川事務所との遠隔防災会議川内川流域自治体と河川事務所との遠隔防災会議
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薩摩川内市南瀬地区・久住地区の条例制定区域

南瀬地区

久住地区

さつま町大願寺地区の条例制定区域

大願寺地区

薩摩川内市司野地区の条例制定区域

司野地区

Ｈ２３．７．２２ 鹿児島建設新聞

浸水地区土地利用規制等

輪中提区間の薩摩川内市司野地区、南瀬地区、久住地区およびさつま町大願寺地区において建築基準法に基づ
いた建築の制限を行う「災害危険区域」の条例を制定。水害により浸水の恐れがある区域内において浸水による被
害が軽減されます。

薩摩川内市地元説明会の様子

●条例公布状況

司野下地区：平成２３年 ７月 ８日

南瀬下地区：平成２３年 ７月 ８日

大願寺地区：平成２３年 ６月２８日

災害危険区域条例化の支援災害危険区域条例化の支援

34



国土交通省所管施設に大規模な災害が発生し、また、発生するおそれがある場合に、被害の拡大や二次災害の
防止を目的とする取り組みとして、九州地方整備局長と川内川流域自治体との間で大規模災害時の応援に関する
内容を定めた協定を締結しました。災害時の応援のほか、平常時から防災に関する情報や資料の交換を行い、応
援の円滑な実施を図っていきます。

●協定締結日

薩摩川内市：平成２３年８月１８日

さつま町 ：平成２３年８月１７日

伊佐市 ：平成２３年８月１７日

湧水町 ：平成２３年８月１８日

えびの市 ：平成２３年８月１８日

●大規模な災害時の応援に関する協定書（さつま町）

関係機関との協力体制の確立

大規模な災害時の応援に関する協定大規模な災害時の応援に関する協定
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テレビテロップ等

河川及びダムに関する情報等のテロップ表示

河川及びダム
に関する情報

避難情報等

●河川及びダムに関する情報
●自治体からの情報（避難情報等）

川内川河川事務所

関係自治体

報道機関 住民
鶴田ダム管理所

川内川下流部でははん濫危険水位に到達
鶴田ダム放流量増加中

テレビテロップ表示例

川内川下流部でははん濫危険水位に到達
鶴田ダム放流量増加中

テレビテロップ表示例

名称 開催日 参加機関

第１回勉強会 平成１９年５月２８日

NHK鹿児島放送局 ・ MBC南日本放送

KTS鹿児島テレビ放送 ・ KKB鹿児島放送

KYT鹿児島読売テレビ

エフエム鹿児島（H20から）・南日本新聞社（H20か
ら）

共同通信社（H20から）・鹿児島建設新聞（H21から）

第２回勉強会 平成１９年７月１８日

第３回勉強会 平成２０年５月２８日

第４回勉強会 平成２０年１１月１４日

第５回勉強会 平成２１年６月１１日

第６回勉強会 平成２１年１２月１４日

第７回勉強会 平成２２年１１月２６日

第８回勉強会 平成２３年５月３１日

第９回勉強会 平成２３年１２月１３日

報道機関との情報提供に関する勉強会の実施状況

報道機関と勉強会を行い、共通理解を深めながら協力を得て、テレビのテロップ等による情報共有を行います。毎
年出水期前後に実施しており、平成１９年度から現在まで９回の勉強会を実施しています。今年度は洪水予報発表
の流れを具体的に理解して頂くため、実際のはん濫危険箇所と洪水予報水位観測所を現地視察しています。
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